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 実践授業 その１  

【活動の目標】 

日常に使われている資料をもとに連立 

方程式の文章題を作成することができる。 

【問いの工夫】 

 Ⅰどの数値に着目して連立方程式を立て

ればよいか。 

 Ⅱカルシウムが多く摂れる食材を組み合

わせた副菜を考え、問題を作成しよう。 

 

今回 ICT を活用した場面 従来の活動 

A１教員による教材の提示 

デジタル教科書で示した解答と自分の解答を見比

べ、確認をする。（グループで学び合う活動） 

C３協働制作 

インターネットで検索したカルシウムが多く摂れ

る食材のページから材料の種類を増やし、副菜を

考え、問題を考える。 

C１発表や話し合い 

作成し終わったグループは、クラウドに問題を 

アップロードする。他の班の問題を解き始める。 

 

 

 

 

 

教科書の表にある５つの材料の組み合わせを変え

て副菜を考える 

 

黒板に張り出されたホワイトボードの問題を写し

たり、グループで交換させたりする。 

【資料】 

問題作成に利用したページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学科 2 年 
クラウドを利用した考えの共有（連立方程式の利用） 

担当 草場 博文，教育実習生  

東京書籍 楽しい数学２（デジタル教科書） P.56 
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生徒が作成してクラウドにアップロードした問題 

⇦ 作成した解答は、別フォルダーにアップロードをした 

【ICT 機器を活用する良さ】 
○インターネットで検索した資料で問題を作成すること、より身近な題材を扱っ

ているという実感を生み出す。 
○クラウドを活用することでスムーズに作成した問題の共有が可能になった。 
○作成した問題をいつでも見ることが可能となった。 
【改善すべき点と原因および改善案】 
・クラウド上での保存やファイルの扱い方のルールを決める。 
⇒共有物であるという意識を理解させる 
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 実践授業 その２  

【活動の目標】 

連立方程式を立式し、解答した結果を根拠として理由を説明することができる。 

【問いの工夫】 

 Ⅰ店長からの質問にどのように答えればよいか。 

 Ⅱ翌日売り上げを伸ばすために考えたセット販売の個数をどのように求めればよいか。 

【取り組んだ問題】 

１ 説明するためにまず牛と豚の売れた量を知りたい  ２ セット販売数を求めて比で表わす 

  （グループ活動）                  （個人学習＋教えあい学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回 ICT を活用した場面 従来の活動 

C３ 協働制作 

グループで考えたことを、クラウドにアップロー

ドし、共有する。 

 

B１ 個に応じる学習 

解き終わった生徒は、自分の解答をクラウドに 

アップロードし、互いに点検しあう。 

解く見通しを立てることができない生徒への支援

としてどのようなヒントを作くればよいかを考

え、クラウドにアップロードをする。 

 

説明するのに必要な情報として牛肉と豚肉の売れ

た量を求める方法をグループで考える。 

これをもとに説明を考える。 

 

解き終わった生徒は、教師が採点をし、教えあい

活動に入る。 

 

 

 

【資料】生徒がアップロードした解答 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ICT 機器を活用する良さ】 
○活動を継続することにより、クラウドにアップロード

することがスムーズにできるようになった。。 
○固定化しがちな教えあい活動もクラウドによる共有

によっていろいろな解法を参考にしようとする動き
が見られた。 

【改善すべき点と原因および改善案】 
・解法のヒントをどのように提示すれば効果的な
学び合いになるか、試行錯誤する必要がある。 


